






切子は、ダイヤモンドの刃でガラスを削ります。
とても肩の凝る地味な作業です。
肩こり解消にサンドバッグが役立ちます。

吹きガラス作品は、息の合った仲間との共同作業から
生まれます。瞬間瞬間で姿を変えるガラスの動きを
活かしながら、形を作ります。
手で触れないし、なかなか思うようにいかないんですよね。

とにかく、熱いんです！
ピザのようなガラスは 1200℃。
冷ましてから鋳造に用います。

サブ（♂）　　　　　　
2 年程前から近所をウロウロしている野良犬です。
臆病で、なかなかなつきませんでしたが、
今では気がつくと庭に座っています。
野良犬が黙認されているのも、のどかな田舎の特権でしょうか。

アメリカ留学中から乗っている 1982 年 型コルベット。　
　　　　　　　26 年前に作られた車は今でも絶好調！　
　　古いものに手を加え 長く大切に使うのが好きです。

型から取り出した鋳造ガラスを、板ガラスと擦りながら
砂で削り、平らにします。
ガラスを磨き、オトコを磨きます！


